





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	表紙
	刊行にあたって
	序論
	日英対訳表
	目次
	1章 アメリカの自然的特徴
	1-1 地形条件
	1-2 気象条件
	1-3 アメリカの自然災害
	1-4 アメリカの河川
	1-5 アメリカの氾濫原-氾濫氾濫原における開発と水害
	1-5-1 氾濫原とは？
	1-5-2 氾濫原の利用形態と利用目的
	1-5-3 期待される氾濫原の機能
	1-5-4 氾濫原における開発の現状と洪水被害


	2章 アメリカの社会的特徴
	2-1 アメリカの成立ち
	2-1-1 多様な国アメリカ
	(1) アメリカの人工
	(2) 地域の特徴

	2-1-2 行政機構の歴史
	(1) 州の成立過程

	2-1-3 連邦主義の変遷
	(1) 連邦主義とは
	(2) 二重連邦主義(Dual Federalism)の時代
	(3) 協調的連邦主義(Cooperative Federalism)の時代
	(4) 創造的連邦主義(Creative Federalism)の時代
	(5) 新連邦主義(New Federalism)の時代
	(6) 連邦主義の変遷と河川施策


	2-2 アメリカの行政組織
	2-2-1 合衆国憲法における政治機構
	2-2-2 アメリカにおける地方自治
	(1) 連邦政府と州政府
	(2) 行政単位の考え方
	(3) 郡(County)
	(4) 地方自治体(Municipality)

	2-2-3 連邦政府の組織構造

	2-3 氾濫原管理施設における行政の役割
	(1) 氾濫原管理の枠組み
	(2) 氾濫原管理に関与する連邦政府機関

	2-4 水資源に係わる法律と財政
	2-4-1 法律
	2-4-2 財政
	(1) 財政制度
	(2) 補助金制度
	(3) 各政府の財政規模



	3章 ミシシッピ川の河川計画
	3-1 ミシシッピ川の洪水
	3-1-1 流域の現状
	3-1-2 ミシシッピ川洪水の特徴
	3-1-3 過去の主要洪水と被害
	(1) ミシシッピ川下流域の洪水
	(2) ミシシッピ川上流域の洪水


	3-2 河川施策の歴史
	3-2-1 開拓時代
	(1) 地先防御による治水の時代

	3-2-2 初期(1800年代～1900年代初頭)
	(1) ミシシッピ川における舟運の役割
	(2) 舟運等を通じた治水に関する連邦政府の初期介入
	(3) 陸軍工兵隊(U.S.Army Corps of Engineers)の設立
	(4) ミシシッピ川委員会(Mississippi River Commission)の設立

	3-2-3 中期(1900年初頭～1960年代)
	(1) 二重連邦主義から協調的連邦主義への転換、ならびに補助金制度の導入
	(2) 治水に関する連邦政府の直接的介入
	(3) 洪水「防御」VS洪水「管理」→氾濫原管理思想の萌芽

	3-2-4 1960年代
	(1) 氾濫原管理への工兵隊の技術的参加、全米洪水保険法の施行
	(2) 下院文書465号および大統領令11296号
	(3) 全米洪水保険制度(NFIP)と国家環境政策法(NEPA)

	3-2-5 1970年代
	(1) 環境の10年(The Environmental Decade)と土地および水利用の計画策定手段
	(2) 氾濫原管理のための枠組みの拡大
	(3) 地方レベルへの氾濫原管理の浸透

	3-2-6 1980年代
	(1) 州および地方自治体自らの氾濫原管理戦略の実行

	3-2-7 氾濫原管理に係る全米的な基本施策の概要
	(1) 下院文書465号(House Document 465)
	(2) 1976年氾濫原管理に係る全米的な基本施策
	(3) 氾濫原管理に係る全米的な基本施策の1979年修正
	(4) 氾濫原管理に係る全米的な基本施策の1986年修正

	3-2-8 要約

	3-3 ミシシッピ川の治水計画
	3-3-1 関連する組織とその役割
	(1) 治水施設計画
	(2) 氾濫原管理

	3-3-2 下流域の計画
	(1) 考え方
	(2) 治水計画
	(3) 洪水防御施設

	3-3-3 ミシシッピ川上流域の計画
	(1) 考え方
	(2) 洪水防御施設
	(3) 具体的事例


	3-4 計画策定・事業実施の流れ
	3-4-1 計画策定の手続き
	(1) 公共事業策定の6つの段階
	(2) 市民参加

	3-4-2 費用便益
	(1) 費用の内訳
	(2) 便益の内訳
	(3) 具体的事例

	3-4-3 治水事業に関する費用分担
	(1) 連邦機関の投資
	(2) 州および地方自治体の投資
	(3) 具体的事例

	3-4-4 諸基準
	(1) 工兵隊プロジェクトのガイドライン
	(2) 流量確率の評価手法



	4章 洪水保険制度
	4-1 全米洪水保険制度(NFIP)の沿革
	4-1-1 NFIPが導入された背景
	4-1-2 経緯
	(1) NFIPの成立
	(2) NFIPの成立後の経過
	(3) NFIPの今後の展望

	4-1-3 NFIPの機構の沿革
	(1) 連邦機関と保険業界との共同プロジェクトによる運営機構の時代-発足時
	(2) 連邦機関による運営機構の時代
	(3) 連邦機関と保険業界との共同プロジェクトによる運営機構の時代-WYO制度の導入～現在


	4-2 全米洪水保険制度(NFIP)の概要
	4-2-1 NFIPの基本的仕組み
	4-2-2 NFIPにおける各機関の役割
	(1) 連邦
	(2) 地方自治体
	(3) 州政府

	4-2-3 全米洪水保険の内容
	(1) 保険で担保される損害と対象となる財産
	(2) 保険金額(限度額)と保険料率
	(3) 保険料率の決定の仕組み

	4-2-4 全米洪水保険の販売・購入・保険金の請求
	(1) 全米洪水保険の販売
	(2) 全米洪水保険の購入
	(3) 全米洪水保険証券の保証期間
	(4) 洪水保険料の算定
	(5) 保険金の請求

	4-2-5 NFIPの資金・収支状況
	(1) 洪水保険の資金状況
	(2) 洪水保険の収支状況
	(3) 主要災害に対する支払い状況等
	(4) 反復損害について


	-洪水保険用語の解説-

	5章 災害対応
	5-1 災害対応の概要
	5-1-1 FEMA設立経緯
	5-1-2 災害応急対策の沿革

	5-2 連邦対応計画(Federal Response Plan)
	5-2-1 概説
	5-2-2 災害宣言までのプロセス

	5-3 関係機関の役割分担
	5-3-1 連邦対応計画(FRP)における各機関の役割
	5-3-2 各レベルにおける行政機関の役割

	5-4 災害援助
	5-4-1 連邦政府による災害援助
	5-4-2 民間(ボランティア)活動

	5-5 洪水予警報
	5-5-1 概説
	5-5-2 NWSの活動
	5-5-3 その他の連邦機関による活動
	(1) 工兵隊
	(2) 米国地質調査所(USGS)
	(3) 土壌保全局(SCS)

	5-5-4 ミズーリ川流域河川予報センターのヒアリング事例
	(1) 概要
	(2) 流出解析手法
	(3) 工兵隊との関係
	(4) 予報結果の広報


	5-6 水防活動
	5-6-1 概説
	5-6-2 関係機関の役割および活動
	(1) 連邦の活動
	(2) 州および地方政府
	(3) 個人(民間)部門の活動
	(4) 洪水非常事態対策の効果

	5-6-3 工兵隊の水防活動
	(1) 概説
	(2) 工兵隊の水防活動
	(3) 工兵隊の水防活動の事例


	5-7 PR活動
	5-7-1 平時のPR活動
	(1) 建築規制
	(2) "Big Bird Get Ready "For Floods

	5-7-2 災害発生時の広報活動
	(1) Emergency Information Systemの利用
	(2) 災害発生時からの復旧期にかけての広報活動



	6章 1993年大洪水
	6-1 洪水の概要
	6-1-1 洪水規模の氾濫域
	6-1-2 洪水の各要因
	(1) 気象条件
	(2) 降雨条件

	6-1-3 出水状況
	(1) 河川および貯水池の水位
	(2) 洪水規模
	(3) セントルイスにおける評価

	6-1-4 氾濫状況
	(1) 上流域での氾濫状況
	(2) ミズーリ川合流点付近の氾濫状況
	(3) 歴史の街を守るために工兵隊が堤防を切る

	6-1-5 被害
	(1) 州別の被害
	(2) 堤防の被害状況
	(3) 洪水保険等の連邦支出

	6-1-6 水害訴訟
	(1) 基本的な考え方と訴訟事例


	6-2 災害対応事例
	6-2-1 連邦レベルの対応
	(1) 災害
	(2) 災害対策
	(3) 災害復旧

	6-2-2 セントルイス市の対応
	6-2-3 デモイン市上水道施設の対応
	6-2-4 セントチャールズ郡の対応
	(1) 緊急管理部
	(2) 1993年の洪水に対する対応
	(3) 避難
	(4) 洪水保険およびFEMAとの対応
	(5) 復旧



	7章 おわりに
	7-1 洪水の要因と氾濫形態
	7-2 治水の歴史
	7-3 治水計画策定の考え方と手続き
	7-4 災害対策
	7-5 洪水保険制度
	7-6 氾濫原管理-21世紀に向けての氾濫原管理

	参考・引用文献リスト
	索引リスト



